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【公開日】平成25年5月9日(2013.5.9)
【年通号数】公開・登録公報2013-022
【出願番号】特願2013-23182(P2013-23182)
【国際特許分類】
   Ｃ０３Ｃ   3/091    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０３Ｃ   3/091   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年7月2日(2014.7.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　酸化物基準においてモルパーセントで、
　　　　　ＳｉＯ２　　　　　　６４．０－７２．０
　　　　　Ａｌ２Ｏ３　　　　　　９．０－１６．０
　　　　　Ｂ２Ｏ３　　　　　　　＞０．０－５．０
　　　　　ＭｇＯ　　　　　　　２．０－７．５
　　　　　ＣａＯ　　　　　　　２．０－７．５
　　　　　ＢａＯ　　　　　　　１．０－６．０
を含むと共に、任意成分としてＳｒＯを含み、
　（１）１．１５≦Σ（ＭｇＯ＋ＣａＯ＋ＳｒＯ＋ＢａＯ）／（Ａｌ２Ｏ３）≦１．５０
　という関係を満たし、式中、Ａｌ２Ｏ３、ＭｇＯ、ＣａＯ、ＢａＯ、ＳｒＯが、各酸化
物成分のモルパーセントを表すものであり、
（２）任意成分であるＳｒＯを含む場合は、モルパーセントにおけるＢａＯ／ＳｒＯ比が
２．０以上であり、
　（３）ＳｉＯ２、Ａｌ２Ｏ３、Ｂ２Ｏ３、ＭｇＯ、ＣａＯ、ＢａＯ、ＳｒＯ，Ｌａ２Ｏ

３以外のいかなる酸化物の量も２．０モルパーセント以下であり、
（４）７００℃以上のひずみ点を有し、
（５）６００℃で５分間の熱処理に対して３０ｐｐｍ未満の寸法変化を呈し、
（６）２８．０ＧＰａ・ｃｍ３／ｇ以上のヤング率／密度比を有する、
　アルカリを含まないガラス。
【請求項２】
　３０．０ＧＰａ・ｃｍ３／ｇを超えるヤング率／密度比を有することを特徴とする請求
項１記載のアルカリを含まないガラス。
【請求項３】
　３２．２ＧＰａ・ｃｍ３／ｇを超えるヤング率／密度比を有することを特徴とする請求
項１記載のアルカリを含まないガラス。
【請求項４】
　　Ａｓ２Ｏ３およびＳｂ２Ｏ３の含有量が各々０．００５モルパーセント以下であるこ
とを特徴とする請求項１、２または３記載のアルカリを含まないガラス。
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【請求項５】
　１５０，０００ポアズ以上の液相線粘度を有することを特徴とする請求項１から４いず
れか１項記載のアルカリを含まないガラス。
【請求項６】
　請求項１から５いずれか１項記載のガラスを含む液晶ディスプレイ用基板。
【請求項７】
　ダウンドロー法によりアルカリを含まないガラスシートを製造する方法であって、
　ガラスシートを構成するガラスが請求項１記載の組成を有するようにバッチ材料を選択
し、溶融し、そして清澄する各工程を含み、
　　（ａ）前記清澄を、大量のヒ素を用いずに実施し、
　　（ｂ）溶融および清澄したバッチ材料からダウンドロー法により製造された５０枚の
連続したガラスシートの集合体の平均ガス含有レベルが、０．１０ガス含有／立方センチ
メートル未満であり、前記集合体の各シートの体積が、少なくとも５００立方センチメー
トルであることを特徴とする方法。
【請求項８】
　前記ダウンドロー法がフュージョンドロー法であることを特徴とする請求項７記載の方
法。
【請求項９】
　前記ガラスシートを構成するガラスが１５０，０００ポアズ以上の液相線粘度を有する
ことを特徴とする請求項７または８記載の方法。
【請求項１０】
　前記ガラスシートを液晶ディスプレイ用基板として使用することをさらに含むことを特
徴とする請求項７，８または９記載の方法。
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